
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 発生件数の高齢者とは 65歳以上の方が、

第一当事者となった件数です。 

 

 

 

 

   

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 発生件数 死者数 負傷者数 

令和７年 177 件 3 人 194 人 

（高齢者） 43 件 3 人 26 人 

令和６年 157 件 2 人 182 人 

（高齢者） 36 件 2 人   34 人 

令和６年中の県内の交通人身事故発生件数は、平成 13 年以降 24 年連続で減少。交通事故
死者数は２２人で、戦後最少の人数となりました。 

 

富山県内の交通事故発生状況 

（令和７年１月末現在） 

 ドライバーの方は、身体機能の変化を自覚

し、確実な安全確認と安全な速度・車間距離を

保つなど、無理のない運転を心掛けましょう。 

 死者 22 人中、65 歳以上の高齢者が 1６

人(構成率 72.7%)と 7 割以上を占め、前年

の 18 人(同 58.1%)に比べ構成率が増加し

ました。依然として 

高齢者が被害者となる 

死亡事故が多く発生 

しています 

  

最も多い事故原因は、前方不注意 10 件

(構成率 47.6%)、次いで多いの 

は、横断歩行者等妨害等など 

の交通違反 6件(同 28.5%) 

でした。また、前年にはなか 

った飲酒運転の死亡事故が 

２件発生しました。 

 交通事故死者 22 人のうち、歩行中の事故死者

は 12人と半数以上を占めました。  

そのうち、横断中の事故死者は 8人、うち高齢

歩行者が 7人でした。 

横断中の事故のすべてが、ドラ 

イバーから見て右から左への横断 

中の歩行者と衝突する事故でした。 

 歩行中の死者 12 人のうち、夜間の死者は 10

人と、8割以上を占めました。 

夜間の死者は全員 LED ライト 

や反射材等光るものを着用してい 

ませんでした。 

 歩行者の方は、道路を横断する前はもちろん

ですが、横断中も安全を確認しましょう。 

 また、周りに自分の存在を知らせる明るい服

装や反射材・LED ライト等を活用しましょう。 


